
ＪＲ西日本連合青年・女性連絡会は１２月６日（土）に西阪急ビル地下第３会議室において総勢４８名の参加者

のもと「第２６回定期総会」を開催しました。開会に先立ち、参加者全員で福知山線列車事故をはじめとする全て

の鉄道事故、労働災害でお亡くなりになられたすべての方々へ黙祷を捧げました。総会議長には古屋総会委員（Ｊ

Ｒ西労組米子地本）を選出し議事進行を委ねました。 

冒頭、李澤代表幹事から青年・女性連絡会を代表し、最重要課題である安全と青女活動について挨拶があり、そ

の後、来賓でお越しいただいたＪＲ東海連合青年・女性連絡会の吉安事務長、ＪＲ西日本連合の羽野議長より激励

と連帯の挨拶をいただきました。      

幹事会から活動経過報告・活動方針（案）の提起後、質疑応答を行い、６名の総会委員から安全お守り手帳の活

用について、地方連合を通じたグループ同士の連携などについて活発な質疑がありました。採決については満場一

致で承認され、役員選出では青年・女性連絡会を牽引した李澤代表幹事、大星副代表幹事、山田副代表幹事ら７名

が退任されました。最後に、新たに代表幹事に選出された髙杉代表幹事の団結ガンバローで第２６回定期総会が締

め括られました。 

 定期総会後は、グループであるホテルグランヴィア大阪にて交流会を開催しました。青年・女性連絡会の最大の

目的である「仲間づくり」を実施し、ＪＲ産業で共に働く仲間の輪を広げることができる良い機会となりました。 

  

   

  

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「にゅ～′Ｓ」
Ｎ：西日本連合、Ｙ：ユース、Ｕ′Ｓ：ユニオンの連合体

明るく！楽しく！元気よく！みんなで青女活動を盛り上げよう！

屋敷田副代表幹事から 

活動方針（案）の提起 

大星副代表幹事から 

活動経過報告 
平野総会委員 

新体制です！１年間よろしくお願いします！ 

質疑を行う総会委員 

桐林総会委員 


